
デジタルモールドは、3Dプリント樹脂型を用いてABS、PS、POM、PPなど量産材料で射出成形できる最新技術です。
この技術はプレス加工にも活用されており、迅速で安価に量産材料で試作ができるようになりました。

量産に限りなく近い機械的物性をもった部品は少量生産の部品生産にも利用できます。 
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9:00-9:30

9:30 - 10:00

10:00 - 10:40

10:40 - 11:40

11:40 - 12:00

部品形状について、3Dプリンタ操作

3Dプリンタについて

成形、モールドベースについての説明

13:00 - 13:50

13:30 - 14:50サポート除去、切削段取り

CraftMILL、MDXについての説明

12:00 - 13:00

*13:30 造形完了

*14:40 切削スタート

14:50 - 15:00

15:00 - 16:30

16:30 - 17:00

成形トライ、成形品評価等

（スワニー伊那本社）

4名/１グループ

昼食／休憩

部品設計・型設計の考え方について

*造形スタート

ご挨拶、会社紹介

休憩

・基本コース　        218,000円（税抜）:定員2名
  3~4名の場合は＋218,000円（税抜）となります。
・応用コース　ご指定の部品によるセミナーです。    
   費用はお問い合わせください。

☎ 0265-73-6033
     3dp@swany-ina.com

販売店

毎月第３木曜開催


